
三　　　 隅　　　 広　　　 報 昭和３２年５月１０日（金曜日）

環
境
衛
生
は
斯
く

あ
り
た
い

町
衛
生
主
任

上
利
吾
一

塞

い
冬
も
い
っ
し
か
す
ぎ
て

暖
い
亦
と
な
り
ま
し
た
の
で
蚊
と

は
・兀
が
私
達
に
恐
し
い
伝
染
病
の

扣
く
り
も
の
を
す
る
時
期
と
な
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
れ
を
駆
除
す
る
に
は

ま
ず
卷
の
大
掃
除
を
部
落
を
あ
げ

て
実
施
し
冬
の
間
に
た
ま
っ
た
「

ゴ
ミ
゛
の
山
や
跖
れ
も
の
一
切
を

部
落
よ
り
一
掃
し
明
る
い
部
落
を

そ
し
て
町
を
つ
く
り
ま
せ
う
、
そ

れ
に
は
蚊
や
は
え
な
ど
の
発
生
源

と
な
る
場
所
を
除
去
し
て
薬
剤
を

ま
く
こ
と
で
す
。

平

素
手
の
と
ど
か
な
い
あ
き

圸
や
、
家
屋
の
内
外
屋
内
で
は
、

畳
や
敷
物
の
表
裏
な
ど
床
下
で
は

湿
気
の
多
い
場
所
、
又
外
で
は
ゴ

ミ
だ
め・下
水
、
便
所
や
、
そ
の
附

近
納
屋
、
倉
庫
、
畜
舎
、
堆
肥
舎

な
ど
を
、
特
に
重
点
的
に
清
掃
す

る
こ
と
で
す
。

実
際
に
は

１
、
実
施
当
日
の
天
気
を
よ
く
見

定
め
て
刺
早
く
か
か
つ
て
で
き

る
だ
け
多
く
の
戸
障
子
を
は
ず

し
て
通
風
を
よ
く
す
る
こ
と

２
、
な
る
べ
く
戸
棚
押
入
等
の
中

に
人
つ
て
い
る
品
物
を
出
し
て

よ
く
掃
除
を
す
る
。

３
、
畳
を
屋
外
に
出
し
て
よ
く
日

光
に
あ
て
る
特
に
裏
側
に
幽
意

す
る
こ
と

４
、
屋
内
の
掃
除
し
た
ゴ
ミ
は
焼

川
す
る
か
穴
を
堀
つ
て
埋
め
る

こ
と
で
す

５
、
床
下
に
は
Ｄ
Ｄ
Ｔ
か
Ｂ
Ｈ
Ｃ

の
粉
末
を
撒
布
し
て
発
生
源
の

根
絶
を
期
す
る
こ
と

６
、
ふ
き
掃
除
は
当
然
な
す
こ
と

７
、
ニ
ク
バ
エ
は
便
所
や
そ
の
周

囲
の
上
に
イ
エ
バ
エ
や
ク
ロ
バ

エ
、
キ
ン
バ
エ
な
ど
は
ゴ
ミ
だ

め
や
冢
ぷ
小
屋
、
堆
肥
泣
物
桶

な
ど
の
中
で
卵
幼
虫
さ
な
ぎ
の

型
で
越
冬
し
て
居
り
ま
す
、
そ

こ
で
Ｄ
Ｄ
Ｔ
乳
剤
（
匸
二
○
に

一
五
〇
倍
液
）
リ
ン
デ
ン
乳
剤

（
百
倍
液
）
五
％
Ｄ
Ｄ
Ｔ
水
和

剤
は
塋
一
坪
当
り
約
一
合
艇
池

口
に
対
し
て
は
オ
ハ
ソ
ヂ
ク
卩

Ｉ
ル
ベ
ン
ソ
ー
ル
剤
（
五
〇
倍

液
）
を
一
平
万
米
【
○
匸
】坪

）
あ
た
り
三
リ
ッ
ト
ル
（
一
升

六
合
五
勺
）
撒
布
し
ま
す
。

又
前
記
場
所
の
周
り
或
は
そ
の

下
の
土
を
幅
二
〇
糎
深
さ
Ｉ
〇

糎
程
耜
り
ま
す
と
荼
渇
色
桁
円

形
の
サ
ナ
ギ
が
出
て
き
ま
す
。

こ
れ
を
一
分
目
の
フ
ル
イ
に
か

け
て
サ
ナ
ギ
の
み
と
り
て
土
中

に
埋
め
ま
す
こ
の
場
合
は
地
下

一
尺
以
上
の
穴
を
堀
っ
て
埋
め

な
け
れ
ば
折
角
労
力
を
費
し
た

こ
と
が
無
駄
と
な
り
発
生
源
を

わ
ざ
く

そ
の
場
所
へ
持
っ
て

き
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ゴ
ミ

箱
も
こ
の
際
早
速
に
完
全
な
も

の
に
し
て
必
ず
ふ
た
を
作
り
ま

せ
う
。

以
上
の
こ
と
を
す
す
め
て
環
境
衛

生
美
化
に
務
め
ま
せ
う
、
そ
こ
で

こ
れ
を
Ｉ
人
く

が
心
掛
け
部
落

一
丸
と
な
っ
て
推
進
す
る
た
め
に

衛
生
自
治
会
の
細
織
を
必
要
と
し

ま
す
町
は
こ
れ
を
す
す
め
る
た
め

に
木
設
置
部
落
に
で
む
い
て
懇
談

会
を
開
い
て
御
相
談
申
上
げ
御
理

解
の
上
で
全
町
設
瞳
を
見
て
玖
と

は
え
の
い
な
い
明
る
い
三
隅
町
と

す
る
の
で
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お

噸
い
し
ま
す
。
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学 校 も環 境 の 美 化 に これは三隅中学校の前庭です。
植樹に更に噴水池を配して

環
境
を
美
化
し
心
も

美
し
く
す
る

三
隅
花
の
会
生
ま
る

環
境
は
人
を
つ
く
り
災
し
い
環

境
は
身
も
心
も
美
し
く
し
て
行
き

ま
す
。
そ
う
い
う
美
的
情
操
を
養

う
た
め
花
奔
盆
栽
を
培
養
創
作
す

る
の
み
な
ら
ず
、
立
派
な
も
の
を

商
品
化
す
る
所
迄
行
こ
う
と
本
年

三
月
に
、
花
の
会
（
花
奔
円
芸
ク

ラ
ブ
）
が
出
来
現
在
で
は
会
員
も

二
五
名
に
な
り
ま
し
た
。

去
る
四
月
二
十
三
日
に
研
修
会

を
開
い
て
、
そ
の
道
の
大
家
吉
見

開
治
さ
ん
か
ら
ダ
リ
ヤ
、
平
田
義

祐
さ
ん
か
ら
朝
顔
を
、
藪
木
八
十

一
さ
ん
か
ら
菊
を
、
斉
藤
充
弘
さ

ん
か
ら
お
も
と
と
い
う
風
に
管
理

栽
培
の
秘
伝
を
公
開
し
て
貰
い
、

更
に
競
作
会
の
打
合
せ
や
肥
料
の

共
同
購
入
等
を
行
い
、
出
発
間
も

な
い
乍
ら
も
一
致
団
結
し
て
進
展

を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
社

会
の
秩
序
が
と
と
の
う
に
つ
れ
て

花
の
需
要
が
畫
期
的
に
向
上
し
て

い
る
の
み
な
ら
ず
美
的
情
操
の
要

求
さ
れ
て
い
る
昨
今
更
に
多
く
の

同
志
が
參
加
さ
れ
る
事
を
望
み
ま

す
。
（
会
長
）
平
田
重
尚
（
会
計

幹
事
）
吉
見
開
治
（
幹
事
）
平
田

義
祐
山
本
英
次
、
石
村
義
亮
、
藪

木
八
十
一

家
畜
の
人
工
授
精

畜 産 畜 産

最
近
人
工
授
精
の

技
術
が
進
ん
で
来
た

の
で
屁
付
け
を
す
る

た
め
に
牝
を
遠
い
所

ま
で
引
い
て
行
か
な

く
て
も
良
く
な
り
、

ま
た
人
工
授
精
に
よ

る
と
一
頭
の
種
牡
で

一
度
に
数
頭
の
牝
に

種
付
け
出
来
る
の
で

優
良
な
秡
牡
を
極
度
に
利
用
し
て

家
畜
品
種
改
良
も
早
く
進
み
、
其

の
上
直
接
交
尾
さ
せ
な
い
の
で
生

殖
器
の
病
気
が
う
つ
る
機
会
も
少

な
く
な
り
受
胎
凖
も
向
上
す
る
利

点
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
人
工
授

精
と
云
っ
て
も
現
在
の
と
こ
ろ
は

牡
の
精
液
を
人
工
的
に
取
っ
て
発

情
し
た
牝
に
注
入
す
る
だ
け
で
牝

の
発
情
を
人
工
的
に
加
減
す
る
ま

で
実
用
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
牝

の
飼
育
者
は
発
情
を
良
く
見
分
け

時
間
的
に
一
番
良
い
時
期
に
注
入

し
て
も
ら
う
必
要
が
有
り
ま
す
。

其
れ
に
は
平
素
よ
り
飼
育
管
理
を

良
く
考
え
て
行
い
、
飼
料
に
し
て

も
た
へ
ず
ビ
タ
ミ
ン
の
多
い
も
の

を
多
く
与
え
る
様
に
気
を
付
け
る

と
か
、
出
来
る
限
り
屋
外
に
っ
れ

出
し
て
紫
外
線
に
あ
て
て
や
る
と

か
し
て
丈
夫
な
家
畜
を
作
る
様
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

其
れ
で
は
種
付
は
い
つ
が
一
番
良

い
の
で
せ
う
か

発
情
時
間
　
　

交
配
適
叨

牛
　
士一
時
間
亠
一
函
時
間

発
情
閉

止
前
後

馬
四
日
一
十
日

発
情
後
三
日
目

豚

二
日
１
四
日

発
情
後
二
日
日

山
羊
旱（
時
間
発
情
後
ｆ
１
吉
時

間

緬
羊
一笛
一時
間

発
情
後
１‐Ｉ
示
時

間

昭
和
3
1年
度
土
木
事
業
報
告

昭
和
三
十
一
年
度
に
於
て
三
隅
町
の
事
業
主
体
と
し
て
施
行
し

た
各
種
土
木
工
事
は
左
の
通
り
で
あ
る

一
、
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

（
イ
）
災
害
土
木
工
事

災
害
年
　
　
位
置
　
　

工
種

数
量
　
　

請
負
金
額

請
負
者

二
六
年

姫
田
川
筋
河
川

字
久
原
（
護
岸
）

凹
米
　
一（
つ
己
８
円
　
井
上

弘
一

二
八

河
内

線

字
河
内
前

道
路

乙
　
　
Ξ
Ｒ
８
つ
　
　
扶
桑
建
設

二
九

樅
の
木
、杉
山
線

字
杉
山
　
　
道
略

一
己
　
　
一
お
Ｂ
Ｊ
　
　
安
藤

久
吉

二
九

樅
の
木
、
杉
山
線

字
樅
の
木
　
　
橋
梁
一
　
　
三
っ
６
８
　
　

安
藤
久
吉

〃

下
中
小
野
、
辻
並
線

字
小
滝
　
　
　
　
〃

一
　
　
三（
己
８
　

扶
桑
建
設

計
　
　
五
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、８（
己
８
円

（

口
）
災
害
耕
地
（
公
共
施
設
）
復
旧
工
事

災
害
年
　
　

位
置
　
　

工
種
　
数
量
　
　

請
負
金
額
　
　

請
負
者

二
九
　
　

浅
田
　

堤
と
う
　
一
石
米
　
一
回
、８
Ｊ
円
　
　

岡
本

桝
平

〃
　
　

辻
並
　
　

〃
　

澀
　
　

一
吾
昌
８
　
　
　

重
村

米
夫

〃
　
　
　
　
　〃
　
　
　
　
　〃
　
　

九
二
　
　
元
丿
合
８
　
　
　

阿
武

教
彰

〃
　
　

上
ゲ
　
　

〃
　

一
六
　
　

九
九
昌
８
　
　
　

岡
本

桝
平

〃
　
　

大
竹
　
　

〃
　

一
采
　
　
一
苙
昌
日
　
　

山
田

教
一

″
　
　
追
分
　
堤
と
う
　
莞
　
　
二
三
昌
呂
　
　
市
川
信
一

〃
　
　
　
　
　ｒ
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
二
七
　
　
Ｅ
四
昌
呂
　
　

市
川

信
一

〃
　
　
　
　
　〃
　
　
　
　
　〃
　
　
　
昌
　
　

】こ
、８
Ｊ
　
　

市
川

信
一

〃
　
　
　
大
里
　
　
″
　
Ｓ
　
　
一
毘
６
８
　
　
岡
本
桝
平

〃
　
　

杉
山
囗
　

〃
　

四（
　

一
豆

、（
）Ｄ
Ｊ
　
　

小
林

岩
槌

〃
辻
並
　
　

〃
　

言
　
　

一
き
６
８
　
　

岡
村

源
一

計
　
　
　
一
　一
件
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、九
豈
、８
｛
｝円

土

木

係

二
、
単
独
町
費
に
依
る
土
木
工
事
に
つ
い
て

（
イ
）
町
道
新
設
（
改
良
）
工
事

路
線
名
　
　
　

延
長
　
　
　

請
負
金
額
　
　
請
　
負
　
者

土
手
、
久
原
線
字
久
原
　
　
き
米
　
一
簣
Ｓ
８
円
　
　
井
上
　
弘
一

野
波
瀬
、
室
生
線
字
室
生
一
一
七
　
　
四
自
合
８
　
　

山
本
　
　
勳

沢
江
線
（
側
溝
）
字
沢
江
回
一气
二
　
一（（
６
Ｂ
　
　

岡
本
　
桝
平

三
之
瀬
字
滝
坂
　
　
　
　
　
七
（
、
五
　
五
８
合
８
　
　
石
村
　
　
勝

兎
渡
谷
、
畠
中
線
字
兎
渡
谷

三
七
　
五吾
、Ｊ
已
　

市
川
　
正
雄

湯
免
線
字
大
繩
　
　
　
　
　

昌
　
一
Ξ
Ｒ
８
Ｊ
　
　
宝
　
土
　
木

湯
免
線
字
湯
免
　
　
　
　
　

豐
？
一
己
一８
、８
Ｊ
　
　
阿
武
　
教
彰

計
　
　
　
　

七
件
　
　
　

四
、二
３
、８
〔
〕円

（
口
）
鉄
道
踏
切
拡
張
（
移
転
設
置
）
工
事

箇
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
　
　
額

浅
田
踏
切
拡
張
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
、
〇
五
〇
円

沢
江
踏
切
再
設
置
　
　
　
　
　
　
　

一
二
（
、
二
〇
〇

平
野
並
に
豊
原
踏
切
拡
張
　
　
　
　
　

七
八
、
七
九
八

生
島
踏
切
移
転
及
び
取
付
道
路
改
良
　
六
三
、
五
六
〇

計
　
五
　
箇
　
所
　
　
　
　
　
　
　

三
六
八
、
六
〇
八
円

（
ハ
）
小
災
害
（
土
木
）
工
事

位
置
　
　
工
種
　
　
数
量
　
請
負
又
は
精
算
金
額
　
　
請
負
者

小
島
橋
梁
　
一
　
　
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円
　
山
　
本
　
　
勲

浅
田
護
岸
　
　
七
八
米
　
六
七
、
六
一
六
　
　
直
　
　
　
　
営

計
　
　
　
　

二
件
　
　
八
七
、
六
一
六
円

（
二
）
小
災
害
（
耕
地
公
共
施
設
）
工
事

位
置
　
　
工
俥
　
　
数
量
　
　
請
伉
金
額
　
　
請
Ｇ
者

東
方
排
水
樋
門
　
　
　
一
　
　
一
七
、
〇
〇
〇
円
　
山
本
　
勲

上
ゲ
水
路
　
　
　

三
釆
　
　

四
〇
、
〇
〇
〇
受
益
代
表
伊
藤
孫
一

豊
原
　
（

沖
）
橋
梁
　
　
一
　
　
八
四
、
七
四
五
　
　
直
　
　
営

一
之
瀬
　
〃
　
　
　
　

一
　
　
四
八
、
三
三
〇
　
　
　
　

〃

土
手
用
水
暗
梁
　
一
五
　
　
八
〇
、
〇
〇
〇
　
　
重
村
米
夫

計
　
　
五
　
件
　
　
　
　

二
七
〇
、
〇
七
五
円

合
　
　
計
　
　
三
五
件
　
　
七
、
九
九
一
、
二
九
九
円
也

山
羊
組
合
結
成
に

つ
い
て

三
隅
町
内
に
現
在
六
十
頭
か
ら

七
十
頭
ぐ
ら
い
の
山
羊
が
飼
育
さ

れ
て
居
る
様
に
思
は
れ
ま
す
。

し
か
し
山
羊
ば
か
り
は
乳
が
し
ぼ

ら
れ
な
け
れ
ば
何
に
も
な
り
ま
せ

ん
。
其
れ
に
は
優
良
な
種
牡
山
羊

を
導
入
し
て
品
資
の
改
善
を
は
か

る
と
共
に
、
種
付
の
便
利
な
万
法

を
搆
じ
な
け
れ
ぼ
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
、
町
当
局
の
好
意
に
よ
り
県

内
産
の
優
秀
な
種
山
羊
を
購
入
致

し
ま
し
た
が
不
幸
に
し
て
病
気
で

死
に
ま
し
た
為
に
、
折
角
の
発
情

時
期
を
ａ
さ
れ
て
困
ら
れ
た
方
が

多
い
事
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
ま
た
町
当
局
に
於
て
山
羊

種
牡
の
購
入
費
を
予
算
化
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
出
来
得
れ
ば

町
内
上
下
と
二
ヶ
所
で
飼
育
管
理

し
て
種
付
の
便
竹
を
は
か
り
た
い

と
思
い
ま
し
て
飼
育
者
組
合
を
結

成
し
各
飼
育
者
よ
り
四
百
円
宛
徴

集
し
て
い
た
だ
い
て
狸
牡
も
二
才

も
の
を
購
入
し
た
い
と
考
へ
て
居

ま
す
。

現
在
で
は
郡
畜
連
に
於
て
山
羊
の

登
録
を
も
考
へ
て
り
ま
す
の
で
優

良
な
種
牡
を
購
入
し
て
、
優
秀
な

山
羊
を
生
産
す
る
様
に
全
飼
育
者

に
於
て
山
羊
飼
育
者
組
合
を
結
成

し
て
互
ひ
に
研
さ
ん
し
て
ゆ
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

仔
牛
の
價
格
に
つ

い
て

最
近
家
畜
取
引
法
の
改
正
と
市

場
規
定
の
改
善
に
よ
っ
て
家
畜
の

取
引
が
生
産
者
に
有
利
に
成
っ
た

こ
と
は
周
知
の
事
と
思
い
ま
す
が

仔
牛
の
価
格
に
つ
い
て
は
一
般
に

肉
食
を
多
く
取
る
様
に
成
っ
た
事

と
加
工
が
多
く
な
さ
れ
る
様
に
な

っ
た
事
で
Ｉ
昨
々
年
の
様
な
極
端

な
値
段
で
は
な
い
に
し
て
も
総
休

的
に
見
て
今
年
は
昨
年
よ
り
は
上

り
ぎ
み
の
様
に
思
は
れ
ま
す
。

郡畜連仔牛価格表
【 平 均 】

月　　牡　　　牝　　 平均
1 21. 500 28, 100 23. 100
2　19. 800 27. 500 229･00
3 20. 100 27. 900 22. 600

（農協　畜連係）
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身
近
か
な
生
活
改
善

再
び
取
上
げ
た
結
婚
改
善

公 民 館 だ よ り

神
武
以
来
の
好
景
気
の
声
も
聶

か
に
頭
上
を
低
迷
し
て
、
生
活
も

大
分
ゆ
と
り
が
出
来
つ
つ
あ
る
と

は
い
え
、
時
に
は
ま
た
暗
い
事
を

聞
く
こ
と
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
日
々
の
身
近
か
な
生
活

の
中
で
行
い
易
い
こ
と
か
ら
一
歩

一
歩
、
改
善
向
上
し
て
行
き
た
い

と
思
い
、
結
婚
の
改
善
を
取
上
げ

て
み
ま
す
。

結
婚
の
改
善

一
生
の
よ
い
思
出
に
記
念
し
た

い
と
の
当
事
者
の
希
望
を
い
れ
て

若
い
両
人
に
っ
な
が
る
同
親
た
ち

の
恩
愛
の
表
示
と
し
て
、
人
並
以

上
に
立
派
に
し
て
や
ろ
う
と
な
り

が
ち
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
風
習

と
な
り
無
理
を
し
て
賛
を
つ
く
す

こ
と
と
な
り
、
一
方
で
は
こ
れ
で

は
と
て
も
結
婚
出
来
そ
う
も
な
い

と
悩
ん
で
い
る
者
も
い
る
現
実
で

あ
り
ま
す
。

県
農
山
漁
村
新
生
運
動
協
議
会

で
も
結
婚
改
善
基
準
を
制
定
し
て

実
施
す
る
様
提
唱
し
て
い
ま
す
。

一
、
婚
姻
は
憲
法
の
定
め
る
所
に

よ
り
、
本
人
同
ぶ
の
合
意
に
の

み
も
と
ず
い
て
成
立
し
、
婚
約

に
あ
た
っ
て
は
、
健
康
診
断
書

を
と
り
か
は
す
ご
と
を
原
則
と

す
る
。

二
、
結
納
土
産
物
な
ど
は
全
廃
を

理
想
と
す
る

三
、
調
度
品
は
新
生
活
に
必
要
な

も
の
の
み
に
止
め
、
荷
運
び
は

式
後
に
お
こ
な
う

四
、
新
郎
新
婦
の
式
服
は
新
調
せ

ず
、
新
婦
の
色
直
し
は
颶
止
す

る
、
参
列
者
は
こ
れ
に
準
ず
る

五
、
式
は
し
う
と
入
り
を
省
い
て

日
中
に
行
い
、
簡
素
厳
粛
を
旨

と
ず
る

六
、
祝
宴
は
日
中
簡
単
に
お
こ
な

い
、
近
親
者
そ
の
他
最
少
範
囲

に
止
め
る

七
、
部
落
、
班
等
に
対
す
る
披
露

宴
は
廃
止
し
、
挨
拶
ま
わ
り
に

止
め
、
土
産
品
は
配
ら
な
い

八
、
婚
姻
届
は
式
後
す
み
や
か
に

お
こ
な
う

と
い
う
風
に
「
簡
素
に
し
て
厳
粛

」
を
旨
と
し
て
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
三
隅
に
お
い
て
も
公
民
館
結

婚
式
に
局
限
し
な
い
で
、
自
宅
に

お
い
て
も
広
く
利
用
さ
れ
る
様
に

「
改
善
申
合
せ
事
項
」
を
十
五
項

目
定
め
て
新
生
活
の
促
進
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

一
、
健
康
診
断
書
（
出
来
れ
ば
保

健
所
）
を
交
換
す
る

二
、
調
度
品
を
飾
ら
な
い

三
、
入
籍
を
速
か
に
す
る

四
、
結
納
を
簡
素
に
し
勇
入
を
廃

止
す
る
（
結
納
は
仲
人
を
含
め

五
人
以
内
と
し
向
う
ず
け
を
圈

止
る
。
結
納
金
は
Ｉ
〇
、
〇
〇

〇
円
以
内
の
こ
と
）

五
、
衣
裳
は
な
る
べ
く
僣
衣
裳
で

す
ま
す
（
振
袖
は
廃
止
し
着
替

は
一
回
と
す
る
）

六
、
参
列
者
の
服
装
は
あ
り
あ
わ

せ
の
物
に
ア
ク
セ
サ
リ
ー
（
儀

礼
章
）
を
つ
け
る
（
公
民
館
備

付
）

七
、
料
理
は
お
祭
り
程
度
と
し
て

二
汁
七
菜
以
内
と
す
る

八
、
向
う
ず
け
の
金
額
は
二
〇
〇

円
程
度
と
す
る

九
、
披
露
宴
は
二
時
間
以
内
と
す

る
（
時
閥
励
行
及
案
内
時
間
を

明
示
す
る
）

十
、
他
人
客
は
原
則
と
し
て
中
止

す
る
。
但
し
部
落
の
事
情
に
よ

り
招
待
す
る
時
は
な
る
べ
く
簡

素
に
す
る

十
一
、
他
人
客
の
就
儀
は
二
〇
〇

円
以
内
と
す
る

十
二
、
地
蔵
尊
、
錨
、
島
台
等
の

祝
行
事
を
廃
山
す
る

十
三
、
仲
人
え
の
瓧
を
自
粛
す
る

十
四
、
里
帰
り
の
際
の
土
産
物
を

廃
止
す
る

十
五
、
式
場
に
三
隅
式
結
婚
式
の

式
次
を
か
か
げ
ろ

と
し
て
成
る
べ
く
こ
の
基
準
に
副

う
様
な
気
風
が
一
般
に
強
ま
れ
ば

、
後
に
は
も
つ
と
現
実
に
即
応
合

理
化
さ
れ
た
定
型
に
な
る
だ
ろ
う

と
期
祕
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
新
生
活
に
ふ
さ
わ
し
い

式
を
実
施
さ
れ
た
の
を
省
み
て
述

べ
て
見
ま
し
よ
う
。
新
夫
は
浅
田

の
奥
野
幸
雄
君
（
中
共
よ
り
十
数

年
振
り
に
引
揚
ら
れ
た
）
と
長
門

市
渋
木
の
野
村
美
佐
子
さ
ん
で
新

夫
は
背
広
新
婦
は
婦
人
会
貸
出
の

畄
袖
衣
裳
、
午
後
一
時
よ
り
參
列

者
着
席
、
親
戚
紹
介
、
御
土
産
贈

呈
、
開
式
の
こ
と
ば
、
慰
并
、
盃

事
（
新
郎
新
婦
、
親
子
、
兄
弟
、

親
戚
）
祝
辞
（
町
長
）
祝
電
披
露

仲
入
謝
辞
、
閉
式
の
こ
と
ば
と
い

う
順
序
で
、
式
鄒
三
十
分
の
あ
と

写
真
撮
影
、
二
時
よ
り
披
露
宴
を

行
亠
所
定
の
時
間
に
て
終
了
し
た

翌
日
は
新
婦
を
伴
っ
て
近
所
に
挨

拶
廻
り
を
な
し
風
呂
敷
を
配
布
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

要
す
る
に
結
婚
は
お
ろ
そ
か
に

は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
旧
来
の
重

厚
な
仕
来
り
を
急
に
改
め
る
こ
と

を
俄
に
は
ば
か
る
念
慮
と
、
新
し

い
世
代
の
若
人
と
し
て
因
習
を
早

く
踏
切
り
た
い
焦
慮
と
の
対
立
の

考
え
ら
れ
る
現
在
で
あ
り
ま
す
。

執
着
と
曜
進
と
ど
ち
ら
に
も
理
由

の
あ
る
こ
と
だ
が
、
世
は
常
に
進

展
す
る
こ
と
を
思
は
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

結
婚
に
は
相
手
が
あ
る
こ
と
で

、
当
事
者
の
双
方
が
共
鳴
し
な
い

こ
と
に
は
円
滑
に
は
あ
げ
ら
れ
ま

せ
ん
。
過
渡
期
の
今
日
昔
の
様
に

家
と
家
と
の
縁
組
み
と
考
え
て
、

こ
の
こ
と
に
深
く
こ
だ
わ
る
こ
と

は
出
来
な
く
な
っ
た
。
さ
れ
ば
と

て
「
結
婚
は
両
性
の
合
意
に
基
い

て
成
立
し
」
と
い
っ
て
も
、
こ
れ

ま
で
の
家
や
現
実
を
忘
却
し
て
新

家
庭
の
幸
福
が
期
待
さ
れ
る
訳
の

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
新
家
庭

の
創
始
を
社
会
へ
の
門
出
と
し
て

、
公
け
に
祝
柵
す
る
こ
と
を
強
調

し
て
「
厳
粛
に
簡
素
に
」
ど
こ
で

も
誰
で
ぢ
社
会
的
に
自
覚
し
て
、

形
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
協
力
し
て

項
き
た
い
も
の
と
御
願
い
致
し
ま

す
。

一
大
転
換
期
に
立
つ

本
町
青
年
学
級

町
青
年
学
級
運
営
委
員
長
。

佐
田

慶
典

希
望
と
決
意
を
新
た
に
明
る
い

町
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
勤
労
青

年
自
か
ら
の
教
養
を
高
め
、
自
主

的
共
同
学
習
活
動
と
し
て
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
を
続
け
て
き
た
三
隅
町
青

年
学
級
も
過
去
七
ヶ
年
町
当
局
及

び
教
育
委
員
会
、
公
民
館
の
深
き

理
解
、
温
い
指
導
と
先
輩
諸
兄
の

努
力
に
よ
り
過
去
の
休
験
と
成
果

を
結
集
し
ま
し
て
今
年
は
更
に
進

歩
発
展
の
度
を
加
へ
、
学
級
生
、

団
員
の
一
致
団
結
を
同
一
肘
固
め

第
二
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
大
望
の
年
で
あ
り

ま
す
。
明
る
い
町
づ
く
り
え
の
中

堅
者
た
る
実
践
力
を
養
な
わ
ん
が

た
め
三
十
二
年
度
は
次
の
点
を
重

猷
し
推
進
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

一
、
支
部
活
動
及
び
部
活
動
の
促

進
フ
身
良
つ
く
活
動
を
す
る
に
は

各
々
責
哇
を
細
分
化
し
、
個
性
の

生
活
に
即
応
し
た
特
殊
性
の
あ
る

動
き
を
生
か
し
、
自
山
な
発
達
を

助
け
、
そ
の
力
を
実
際
に
発
揮
し

得
る
よ
う
に
指
向
し
乂
文
化
的
、

産
業
的
、
技
術
的
に
も
年
令
の
差

か
ら
く
る
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
る

点
か
ら
サ
ー
ク
ル
活
動
を
促
進
し

特
に
支
部
に
お
い
て
充
分
活
動
が

活
溌
化
す
る
よ
う
こ
れ
の
援
助
に

努
め
る
。

二
’

時
間
励
行
と
連
絡
の
徹
底

時
間
励
行
と
云
う
こ
と
は
新
生
運

動
で
も
早
く
か
ら
叫
ば
れ
て
い
る

我
々
が
実
生
活
に
直
結
し
た
活
動

を
続
け
て
行
く
上
に
も
最
も
大
切

で
あ
る
が
今
以
つ
て
守
ら
れ
ぬ
た

め
他
人
に
迷
惑
を
掛
け
貴
重
な
時

間
を
む
だ
に
す
る
、
又
連
絡
の
不

徹
に
よ
り
出
席
率
が
低
下
Ｉ
折
角

の
会
合
も
無
意
味
に
な
る
。
新
年

度
は
個
々
が
責
任
を
自
覚
し
お
互

に
注
意
し
合
っ
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

三
、
教
科
科
目
の
計
畫
化

転
換
期
を
迎
え
た
青
年
学
級
に
於

い
て
科
目
の
計
畫
化
は
是
非
必
要

で
あ
る
、
そ
の
内
容
は
郷
土
の
産

業
と
生
酒
に
直
結
し
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
常
識
と
し
て

の
一
般
教
養
も
大
切
で
あ
る
が
、

生
産
と
生
活
の
向
上
な
く
て
は
発

展
は
望
め
な
い
、
こ
の
点
新
印
度

は
各
科
目
を
系
統
的
に
研
究
す
る

と
共
に
一
般
教
養
に
於
い
て
は
視

聴
党
教
育
を
特
に
取
入
れ
た
い
。

四
、
責
任
観
念
の
自
覚

自
巳
の
言
動
に
は
あ
く
ま
で
責
任

を
持
ち
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
、

青
年
と
し
て
社
会
道
徳
を
わ
き
ま

へ
新
し
い
感
覚
と
正
し
い
判
断
力

を
持
っ
て
規
律
正
し
く
お
互
に
注

意
し
合
っ
て
よ
り
よ
き
青
年
修
養

に
努
め
る
。

以
上
の
如
く
三
十
二
年
度
は
学

級
生
一
丸
と
な
っ
て
更
に
よ
き
青

年
団
、
青
年
学
級
と
し
て
活
溌
な

活
動
を
覩
開
せ
ん
も
の
と
一
同
張

切
っ
て
い
る
が
願
わ
く
ば
こ
れ
が

目
的
達
成
に
は
町
民
唇
位
の
深
き

御
理
解
と
絶
大
な
る
御
指
導
、
御

禊
達
を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
切
望
致

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

早期栽培に於ける保温紙除紙風景

水
稲
早
期
栽
培

低
位
生
産
地
の
一
毛
作
田
、
風

害
塩
害
等
常
習
災
害
地
の
生
産
増

大
と
、
従
米
の
麦
作
を
所
得
収
入

の
高
い
秋
馬
鈴
、
早
出
秋
蔬
菜
、

飼
料
作
物
等
に
較
渙
し
、
上
地
の

高
度
利
用
と
総
合
生
産
力
の
向
上

を
図
る
た
め
下
中
小
野
地
区
は
三

町
五
反
、
小
島
地
区
は
一
町
五
反

集
団
栽
培
を
行
う
計
畫
で
あ
る
が

右
の
写
貞
は
四
月
十
二
日
共
同
苗

代
に
お
け
る
保
温
紙
の
除
紙
の
風

景
で
あ
り
、
こ
れ
は
三
月
二
十
五

日
に
播
種
し
た
も
の
で
五
月
一
日

よ
り
五
日
の
間
に
橲
付
し
八
月
下

旬
に
収
椪
の
予
定
で
あ
る
。

願
わ
く
は
、
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
努
力
す
る
両
地
区
に
敬
意
を
表

す
ろ
と
共
に
農
家
諸
氏
の
御
関
心

を
促
し
た
い
。（

役
場
勧
業
係
）

本
町
の
林
業

振
興
計
書

肥
沃
な
林
野
約
六
千
町
歩
の
内

造
林
面
積
は
四
分
の
一
に
も
達
せ

ず
大
部
分
が
雑
木
、
竹
藪
と
し
て

放
任
さ
れ
て
い
る
最
も
近
年
造
林

意
慾
が
磊
揚
し
昨
年
度
は
匸
一
四

町
歩
が
人
工
造
林
さ
れ
た
、
現
在

本
町
の
年
間
林
産
物
収
入
は
推
定

約
一
億
一
千
万
円
余
と
な
る
四
千

町
歩
の
人
工
造
林
と
松
天
然
林
を

持
ち
四
十
年
の
輪
伐
を
行
ふ
と
假

定
す
れ
ば
用
材
林
を
毎
年
百
町
歩

伐
採
可
能
で
売
上
価
額
は
二
億
円

以
上
と
な
り
製
材
木
工
業
等
も
発

展
し
林
業
労
務
者
の
需
用
も
増
加

治
山
治
水
も
完
全
と
な
る
。
先
づ

計
畫
造
林
で
造
林
面
積
の
拡
大
を

図
り
経
営
の
合
理
化
、
技
術
の
研

究
を
行
ふ
な
れ
ば
農
業
収
入
よ
り

遙
か
に
上
廻
る
こ
と
は
面
積
比
よ

り
し
て
も
確
実
で
林
業
を
無
視
し
。

て
本
町
の
発
展
を
閼
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
と
云
っ
て
も
過
言
で
は

あ
る
ま
い
。
茲
に
三
十
二
年
度
林

業
振
興
計
画
の
大
唇
を
記
し
皆
様

の
協
力
を
お
願
い
す
る
。

一
、
造
林
事
業
　
人
工
造
林
匸
二

○
町
（
内
町
有
林
三
〇
町
歩
）

造
林
は
適
地
適
木
が
一
番
大
事

で
適
品
種
の
導
入
も
必
要
で
あ

る
叉
林
地
肥
培
も
行
い
将
来
は

一
伐
で
二
回
位
伐
採
出
来
る
よ

う
短
期
伐
採
も
研
究
の
要
あ
り

赤
松
天
然
下
種
補
整
　
五
〇
町
歩

本
町
は
赤
松
の
適
地
で
用
材
林

と
し
て
最
も
有
利
と
思
ふ
天
然

下
種
補
整
を
容
易
に
行
ふ
に
は

伐
採
前
に
下
木
を
処
分
し
伐
探

し
た
な
れ
ば
雑
草
木
が
生
え
る

ま
で
に
裹
木
を
処
分
し
地
表
を

出
す
こ
と
附
近
に
母
樹
が
な
い

場
合
は
毋
樹
を
残
さ
な
け
れ
ば

完
全
な
天
然
下
種
は
望
め
な
い

特
用
樹
桐
の
導
入
一
、
五
〇
〇
本

優
良
品
極
を
導
人
す
る
旧
は
土

地
条
件
が
か
っ
か
し
い
が
辿
地

に
Ｉ
、
二
本
宛
で
も
植
栽
し
作

物
の
如
く
肥
培
竹
理
を
行
穴ヽ

叉
杉
と
混
槙
す
れ
ば
杉
の
伐
川

ま
で
に
二
回
位
戊
採
出
来
る
、

四
二
年
生
の
例
一
本
が
三
三
万

七
千
円
で
入
札
さ
れ
た
実
例
も

あ
る
。
桐
の
栽
培
に
つ
い
て
は

次
回
記
述

展
示
林
の
設
置

森
林
組
合
は
左
の
見
本
林
を
設

置
し
一
般
の
参
考
に
供
し
林
業

経
営
抜
術
研
究
等
の
拑
針
と
す

る１
、
天
然
下
種
補
整
展
示
林

２
、
林
地
肥
培
見
本
林

３
、
優
良
品
種
見
本
林

４
、
特
用
樹
見
本
林

５
、
多
角
経
営
見
本
林

以
下
紙
数
の
関
係
で
省
略

造
林
補
助
金
に
つ
い
て

町
は
雑
木
、
竹
林
の
林
種
転
換

奨
励
の
た
め
町
費
袖
助
、
町
当

り
三
千
円
を
交
付
す
る
の
で
本

年
度
前
記
林
転
を
行
ふ
者
は
町

に
申
請
さ
れ
た
い
。

矢 の根介ガラ虫
一化期の防除の徹底を

矢
の
根

介
殼
虫
の

冬
季
防
除

は
各
位
に

御
協
力
に

依
り
ス
ム

ー
ス
に
終

了
し
た
が

結
果
を
考

察
す
る
と

大
体
八
五

％
程
度
の

実
績
が
上

っ
て
お
り

薬
剤
の
撒
布
の
難
し
い
大
樹
の
上

部
、
枝
葉
の
密
生
部
等
に
効
果
が

上
っ
て
い
な
い
様
で
す
。

さ
て
こ
の
生
残
っ
た
と
思
わ
れ

る
一
五
％
の
生
虫
卵
は
今
後
ど
う

な
っ
て
行
く
か
。
こ
れ
を
良
く
知

っ
て
防
除
を
す
る
こ
と
が
極
め
て

大
切
で
あ
り
ま
す
。

先
づ
矢
の
根
介
殼
虫
は
年
間
、

ニ
ー
三
回
ふ
化
し
幼
虫
が
発
生
し

ま
す
。
即
ち
第
一
回
五
月
中
旬一

六
月
中
旬
、
第
二
回
七
月
中
旬
Ｉ

八
月
中
旬
、
第
三
回
九
月
中
旬
１

十
月
中
下
川
で
す
。
次
に
こ
の
三

化
期
に
ど
ん
な
喩
頌
の
仕
方
を
す

る
か
を
み
る
と
、
参
季
防
除
に
依

り
残
っ
た
一
匹
の
雌
成
虫
は
第
一

化
期
に
一
五
〇
簡
を
産
卵
し
ま
す

が
、
生
存
率
三
分
の
二
、
雌
雄
割

合
二
分
一
と
し
て
五
〇
の
雌
成
虫

が
発
生
。ち
る
訳
で
第
二
化
期
に
は

五
〇
の
雌
成
虫
が
五
〇
づ
つ
繁
殖

し
、
」
一
、
五
〇
〇
匹
と
な
り
第
三

化
期
は
二
、
五
〇
〇
×
五
〇
＝
一

二
五
、
〇
〇
〇
匹
の
成
虫
が
一
年

間
に
殖
え
る
計
算
に
な
り
ま
す
か

ら
、
一
年
で
パ
ッ
と
被
害
が
現
れ

る
理
由
が
こ
れ
で
お
分
り
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
．ａ４

そ
れ
で
は
防
除
は
ど
う
し
た
ら

良
い
か
。
先
づ
第
一
化
期
は
幼
虫

。の
ふ
化
す
る
期
間
が
一
番
短
い
の

で
こ
の
期
間
に
防
除
を
徹
底
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
一
番
効
果
が
上

る
の
で
す
。
方
法
は
、
経
費
、
能

率
、
効
果
等
よ
叺
部
落
単
位
に
生

産
者
が
共
同
し
て
実
施
す
る
こ
と

が
望
ま
し
く
薬
液
撒
布
に
あ
た
’つ

て
は
、
被
害
部
、
杖
葉
の
密
生
部

樹
の
上
部
、
古
葉
古
枚
を
特
に
入

念
に
反
当
四
石
を
標
準
に
撒
印
し

ま
す
。

薬
液
の
調
合
は
（
水
一
斗
に
対
し

）
石
灰
硫
黄
台
剤
　
一
合
四
勺

硫
酸
亜
鉛
　
三
〇
圭
二
五
匁
と

致
し
ま
す
。

向
、
落
米
柴
に
相
当
生
卵
が
附

着
し
て
お
る
の
で
、
適
当
な
場
所

に
穴
を
耜
り
採
集
埋
没
し
、
酸
性

中
和
の
た
め
落
果
一
〇
／
に
つ
き

石
灰
三
１
四
／
施
用
す
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん

〔
役
場
勧
業
係
〕

町
社
会
福
祉
事

業
に
五
干
円

伊
東
氏
の
美
挙

上
中
小
野
伊
東
房
子
さ
ん
よ
り

元
村
長
伊
東
好
輔
さ
ん
の
御
死
去

に
際
し
香
典
返
し
の
意
味
で
金
五

千
円
を
三
隅
町
社
会
福
祉
事
業
に

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
町
は
社
会
福

祉
協
議
会
に
交
付
し
て
町
民
福
祉

の
事
業
費
に
活
用
致
し
て
居
り
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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